
【
報

告
】

伊
集
院
統
前
会
長
勇
退

新
し
く
町
田
猛
会
長
へ
引
き
継
ぐ

四
月
二
十
四

日
午
後
二
時
よ

り
、
垂
水
市
民

館
に
お
い
て
令

和
３
年
度
の
総

会
を
開
催
し
ま

し
た
。
坂
元
教

育
長
の
あ
い
さ

つ
等
を
受
け
た

後
、
令
和
二
年

度
の
経
過
報
告
、

決
算
報
告
が

承
認
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
令

和
三
年
度
の
計

画
、
予
算
案
が

承
認
さ
れ
ま
し

た
。今

年
度
の
計

画
の
中
、
特
に

「
市
民
を
対
象

に
し
た
「
史
跡
・

文
化
財
巡
り
ツ
ア
ー
（
仮
称
）
」
の
実
施
」
や
「
市
内
に
残
る
歴
史
や
文
化
財

の
掘
り
起
こ
し
に
積
極
的
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
市
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め

る
」
こ
と
が
新
し
く
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
令
和
二
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
繰
越
し
が
平
年
よ
り
も
比
較

的
あ
っ
た
の
で
、
三
年
度
に
限
っ
て
会
費
は
徴
収
し
な
い
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
。
最
後
に
伊
集
院
会
長
が
五
年
の
任
期
を
終
え
ら
れ
て
、
町
田
猛
新
会

長

へ

バ

ト

ン

タ

ッ

チ

さ

れ

ま

し

た
。
総
会

終
了
後
、

会

員

で

お

長

屋

～

有

馬

邸

～

島

津

墓

地

へ

の

ま

ち

歩

き

を

行

い

ま
し
た
。

垂
水
島
津
家
墓
所
を
清
掃

―
垂
水
市
文
化
協
会
会
員
と
と
も
に
―

八

月

六

日

（
土
）
、
国
指
定

文
化
財
の
「
垂
水

島
津
家
墓
所
」
の

清
掃
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
行
い
ま

し
た
。

垂
水
市
文
化

協
会
の
皆
さ
ん

も
応
援
に
駆
け

つ
け
て
下
さ
い

ま
し
た
。
今
回
は

「
垂
水
島
津
家

墓
所
」
の
ほ
か
、

垂
水
麓
の
案
内

所
と
し
て
も
活

用
さ
れ
て
い
る

「
有
馬
邸
」
の
屋

敷
内
の
草
払
い

も
併
せ
て
行
い
、

約
２
０
人
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
よ
り
、
す
っ
か
り
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
終
息
が
な
か
な
か
見
え
ま
せ
ん
が
、
将
来
を
見
据
え
て
私
た
ち

も
文
化
財
や
史
跡
等
の
整
備
を
し
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【

研
究
ノ
ー
ト

】

柏
木
重
住
之
墓

①
―
垂
水
市

し
ん
じ
ょ
う

新
城
、

す
え
か
わ

末
川
家
墓
地
南
隣
―

柏
木
重
住
氏
は
も
と

い出
ず

み水
郷
の
人
で
、
幼
い
こ
ろ
父
母
に
従
い
垂
水

の
新
城
に
移
り
住
ん
だ
。
若
く
し
て
新
城
の
寺
で
修
行
し
て
い
た
が
廃



仏
毀
釈
の
た
め
還
俗
し
、
熊
本
鎮
台
の
鹿
児
島
の
分
営
に
入
り
、
鎮
台

兵
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
。
折
か
ら
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
、
佐
賀

の
乱
が
勃
発
す
る
や
、
官
軍
兵
と
し
て
、
江
藤
新
平
ら
の
反
政
府
軍
と

の
佐
賀
城
に
お
け
る
戦
い
に
お
い
て
戦
死
し
た
の
で
あ
る
。

碑
文
は
西
南
戦
争
に
先
立
つ
、
佐
賀
の
乱
に
関
す
る
県
内
に
残
る
歴

史
資
料
と
し
て
珍
し
い
。

し
か
し
、
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
七
月
、
墓
石
は
大
雨
の
た
め
墓

域
の
東
の
山
が
崩
落
し
て
土
砂
に
巻
き
込
ま
れ
た
が
、
掘
り
出
し
て
近

く
に
移
設
し
て
あ
る
。

（
高
さ
８
５
、
０
㎝
×
正
面
横
幅
３
１
、
０
㎝
×
側
面
横
幅
２
９
、
０
㎝
）

（
左
側
面
）

君
諱
重
住
本
出
水
邑
人
也
少
随
父
母
轉
寓
于
新
城
邑
而
爲
邑
寺
之
門

生
君
爲
人
頴
悟
能
誦
經
既
而
縣
内
廢
梵
宮
佛
閣
乃
脱
緇
衣
還
俗
而
爲

新
城
士
以
農
暇
學
文
講
武
孜
孜
不
須
臾
倦
怠
也
明
治
五
年
壬
申
之
春

二
月
朝
廷
置
鎮
䑓
於
府
縣
置
分
營
於
本
縣
以
募
縣
内
丁
壯
君
應
其
募

蓋
慨
然
曰
誤
入
空
門
我
深
慙
悔
焉
此
行
當
償
桑
弧
之
志
也
營
内
規
法

嚴
酷
役
事
艱
辛
軟
弱
之
輩
或
不
耐
其
事
而
徃
徃
有
免
役
者
君
以
報
國

之
志
深
且
堅
自
分
其
事
黽
勉
從
事
蓋
未
嘗
口
説
其
艱
苦
也
同
年
七
月

十
七
日
奉
命
轉
于
肥
後
熊
本
鎮
䑓
●
遠
徙
于
對
州
而
未
幾
復
帰
熊
本

同
七
年
甲
戌
二
月
肥
前
佐
賀
縣
有
騒
擾
之
事
朝
命
遣
熊
本
鎮
䑓
第
十

＊
●
は
磨
滅
し
て
不
明

（
背
面
）

一
大
隊
鎮
撫
之
乃
二
分
其
隊
一
従
陸
地
一
乘
河
舟
直
到
佐
賀
縣
下
守

城
黎
明
賊
軍
自
城
北
揚
火
既
而
圍
縣
廰
大
發
砲
銃
鎮
兵
敢
死
勇
奮
連

發
小
銃
戦
爭
漸
雖
移
時
輸
贏
更
不
判
决
両
軍
交
綏
官
軍
必
欲
鏖
賊
兵

運
策
畧
窃
出
城
而
襲
賊
營
賊
軍
潰
乱
官
兵
乘
勝
追
撃
毀
賊
糧
蔵
火
兵

庫
而
帰
城
此
日
也
官
軍
死
傷
不
過
數
人
賊
兵
不
可
勝
筭
也

【
読
み
下
し
】

君
、
諱
は
重
住
、
本
（
も
）
と
出
水
邑
の
人
な
り
。
少
（
わ
か
）
く

し
て
父
母
に
随
い
て
新
城
邑
に
転
寓
（
て
ん
ぐ
う
）
し
、
邑
寺
（
ゆ
う

じ
）
の
門
生
と
為
る
。
君
の
人
と
為
り
や
、
頴
悟
（
え
い
ご
）
に
し
て

能
く
誦
経
（
じ
ゅ
き
ょ
う
）
す
。
既
に
し
て
県
内
、
梵
宮
（
ぼ
ん
き
ゅ

う
）
・
仏
閣
を
廃
す
。
乃
ち
緇
衣
（
し
え
）
を
脱
ぎ
て
還
俗
し
、
新
城
の

士
と
為
る
。
農
暇
を
以
て
文
を
学
び
、
武
を
講
（
き
わ
）
む
る
こ
と
孜

孜
（
し
し
）
た
り
。
須
臾
（
し

ゅ
ゆ
）
も
倦
怠
（
け
ん
た
い
）

せ
ざ
る
な
り
。
明
治
五
年
壬

申
の
春
二
月
、
朝
廷
、
鎮
台

を
府
県
に
置
き
、
分
営
（
ぶ

ん
え
い
）
を
本
県
に
置
き
、

以
て
県
内
の
丁
壮
を
募
る
。

君
、
其
の
募
に
応
ず
。
蓋
し

慨
然
（
が
い
ぜ
ん
）
と
し
て

曰
く
、
誤
ち
て
空
門
に
入
り
、

我
、
深
く
焉
（
こ
）
れ
を
慙

悔
（
ざ
ん
か
い
）
す
。
此
の
行
、
当
（
ま
さ
）
に
桑
弧
（
そ
う
こ
）
の

志

を

償

う

べ

し

と

。

営

内

の

規

法

は

厳

酷

（
げ
ん
こ
く
）
、
役
事
（
え
き
じ
）
は
艱
辛
（
か
ん
し
ん
）
な
り
。
軟
弱

の
輩
、
或
い
は
其
の
事
に
耐
え
ず
、
往
往
に
し
て
役
を
免
ぜ
ら
る
る
者

有
り
。
君
、
報
国
の
志
深
く
且
つ
堅
き
を
以
て
、
自
ら
其
の
事
を
分
（
ぶ

ん
）
と
し
て
黽
勉
（
び
ん
べ
ん
）
、
従
事
す
。
蓋
（
け
だ
）
し
未
だ
嘗
（
か

つ
）
て
其
の
艱
苦
（
か
ん
く
）
を
口
説
せ
ざ
る
な
り
。
同
年
七
月
十
七

日
、
命
を
奉
じ
て
肥
後
・
熊
本
鎮
台
に
転
じ
、
●
遠
く
対
州
に
徙
（
う

つ
）
り
、
未
だ
幾
（
い
く
ば
）
く
な
ら
ず
し
て
熊
本
に
復
帰
す
。
同
七

年
甲
戌
二
月
、
肥
前
・
佐
賀
県
に
騒
擾
（
そ
う
じ
ょ
う
）
の
事
有
り
。

朝
、
命
じ
て
熊
本
鎮
台
第
十
一
大
隊
を
遣
し
て
之
を
鎮
撫
せ
し
め
ん
と

し
、
乃
ち
其
の
隊
を
二
分
す
。
一
は
陸
地
従
（
よ
）
り
、
一
は
河
舟
に

乗
り
て
直
ち
に
佐
賀
県
下
に
到
り
城
を
守
る
。
黎
明
、
賊
軍
は
城
北
自

（
よ
）
り
火
を
揚
ぐ
。
既
に
し
て
、
県
庁
を
囲
み
大
い
に
砲
銃
を
発
す
。

鎮
兵
は
、
敢
死
（
か
ん
し
）
・
勇
奮
（
ゆ
う
ふ
ん
）
、
小
銃
を
連
発
す
。

戦
争
、
漸
く
時
を
移
す
と
雖
（
い
え
ど
）
も
、
輸
贏
（
し
ゅ
え
い
）
、
更

に
判
決
せ
ず
。
両
軍
交
綏
（
こ
う
す
い
）
す
る
も
、
官
軍
必
ず
賊
兵
を

鏖
（
み
な
ご
ろ
し
）
せ
ん
と
欲
し
、
策
略
を
運
（
め
ぐ
）
ら
し
て
窃
（
ひ

そ
）
か
に
城
を
出
て
賊
営
を
襲
う
。
賊
軍
、
潰
乱
（
か
い
ら
ん
）
す
。

官
兵
、
勝
ち
に
乗
じ
て
追
撃
し
、
賊
の
糧
蔵
を
毀
（
こ
ぼ
）
ち
、
兵
庫

を
火
（
や
）
き
て
帰
城
す
。
此
の
日
や
官
軍
の
死
傷
は
数
人
に
過
ぎ
ず
、

賊
兵
は
勝
（
あ
）
げ
て
筭
（
か
ぞ
）
う
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

【
注
】

〇
門
生
・
・
弟
子
。
〇
廃
梵
宮
仏
閣
・
・
寺
院
な
ど
を
廃
棄
す
る
。
廃

仏
毀
釈
の
運
動
を
さ
す
。
〇
緇
衣
・
・
僧
衣
。
緇
は
黒
、
黒
色
。
〇
孜

孜
・
・
つ
と
め
て
う
ま
ぬ
さ
ま
。
〇
須
臾
・
・
し
ば
ら
く
。
少
し
の
時

間
。
〇
倦
怠
・
・
飽
き
た
り
な
ま
け
た
り
す
る
こ
と
。
〇
明
治
五
年
・
・

一
八
七
二
年
。
〇
鎮
䑓
・
・
明
治
初
期
、
全
国
の
各
地
に
お
か
れ
た
陸

軍
の
陣
営
。
の
ち
の
師
団
。
○
分
営
・
・
熊
本
の
鎮
西
鎮
台
の
第
二
分

営
。
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
の
廃
藩
置
県
に
よ
り
、
鹿
児
島
（
鶴
丸
）

城
に
設
置
さ
れ
た
。
〇
丁
壯
・
・
体
力
あ
る
若
者
。
〇
空
門
・
・
仏
門
。

〇
桑
弧
之
志
・
・
四
方
に
雄
飛
す
る
こ
こ
ろ
ざ
し
。
む
か
し
男
子
が
生

ま
れ
た
時
、
く
わ
の
木
の
弓
と
よ
も
ぎ
の
矢
で
天
地
四
方
を
射
て
、
将

来
四
方
に
雄
飛
す
る
こ
と
を
祝
っ
た
。
〇
役
事
・
・
労
役
。
こ
こ
で
は

軍
役
。
〇
黽
勉
・
・
黽
も
勉
も
つ
と
め
る
こ
と
。
〇
口
説
・
・
口
に
出
し

て
述
べ
た
て
る
こ
と
か
。
〇
對
州
・
・
対
馬
の
こ
と
。
〇
七
年
・
・
一
八
七

四
年
。
〇
騒
擾
・
・
江
藤
新
平
ら
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
た
佐
賀
の
乱
。
〇
朝
・
・

朝
廷
。
政
府
。
〇
賊
軍
・
・
江
藤
新
平
ら
の
率
い
る
軍
勢
。
〇
城
北
・
・
佐

賀
城
（
こ
こ
に
佐
賀
県
庁
は
あ
っ
た
）
の
北
。
〇
鎮
兵
・
・
熊
本
鎮
台
の
兵

隊
。
す
な
わ
ち
重
住
氏
ら
の
軍
。
〇
敢
死
・
・
死
に
物
狂
い
で
。
〇
勇
奮
・
・

勇
気
を
奮
い
立
た
せ
る
こ
と
。
〇
輸
贏
・
・
か
ち
ま
け
。
輸
は
負
け
る
、
贏

は
勝
つ
の
意
。
〇
交
綏
・
・
軍
隊
を
退
却
さ
せ
る
こ
と
。
〇
賊
營
・
・
賊
軍

（
江
藤
新
平
ら
）
の
軍
勢
の
と
り
で
。
〇
糧
蔵
・
・
兵
糧
を
入
れ
た
庫
。


